
世界円錐角膜の日 紫(パープル)ライトアップ運動 趣意書 

 

 

謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

円錐角膜は、１０代に発症し、進行性に角膜の菲薄化と突出をきたす疾患で、若年者において

視力低下をきたす代表疾患です。男性にやや多く、近年の報告では 100〜300 人に 1 人の有病

率と報告されています。円錐角膜は従来、進行するまで原因不明の近視や乱視として見逃されるこ

とが多く、眼鏡やコンタクトレンズでの矯正が困難になると、角膜移植手術しか方法がない、という

のが実態でした。 

しかし近年、角膜形状解析装置を始めとした検査機器の発展や、進行を抑制する角膜クロスリ

ンキング療法、また特殊コンタクトレンズや角膜内リングなどによる新たな矯正方法など、早期発見

によって角膜移植を回避する道が広がりつつあります。 

ただこれらの新たな検査機器や治療法は、一部の医療機関でしか行うことができず、進行する

前の早い段階で専門の医療施設へたどり着くことが、患者らの将来の負担を軽減することにつな

がります。 

円錐角膜を抱えた患者は、社会生活の中で心理的負担を強いられることもあります。眼鏡では

十分な視力が得られず、しかも長時間のコンタクトレンズ装用が困難な場合があり、学業や仕事を

集中してしたくてもできない、しかし周囲の方に理解してもらえないなど、疾患の認知度が低いこと

でほとんどの患者が不安な思いをしています。円錐角膜は若年発症であり、その重荷を若くして背

負うことが、将来への不安にもつながります。少しでも明るい未来を描いていただくために、患者自

身やその周囲の人々に正しい知識を持っていただくことが重要です。 

 

円錐角膜研究会では、円錐角膜について正しい知識を広めることを目的に、世界円錐角膜の

日（１１月１０日）に、世界の円錐角膜研究者や患者団体とともに啓発活動を行っています。国際学

会で円錐角膜のイメージカラーが紫と定められたことを受けて、2023 年より、紫にライトアップする

運動を行っています。 

ライトアップ運動を通して、より多くの人々に円錐角膜という疾患に関心を持っていただき、早め

の専門機関へのアプローチ、正しい治療を含めた経過観察、よりよい矯正方法にたどり着いてい

ただきたいと思います。 

つきましては、本事業の趣旨にご賛同いただき何卒格段のご配慮を賜りますよう衷心よりお願

い申し上げます。 

                                   謹白 

2025 年 9 月 吉日                   

 

 

                                        円錐角膜研究会 代表世話人 

                                                        加藤 直子 

関根 洋子
円錐角膜研究会



実施概要 

 

 

活動名称 ：  世界円錐角膜の日 紫（パープル）ライトアップ運動 

 

実施期間 ：  2025 年 11 月 10 日（月）～11 月 16 日(日) 

 

実施内容 ：  紫（パープル）のライトアップ 

            施設の外観、エントランス、受付、掲示スペースなどを、紫（パープル）にライトアッ

プ、装飾くださいますようお願いいたします。 

            なお、参加くださる施設様は、ライトアップの写真を撮影いただき、 

下記事務局までお送りいただけますと幸いです。 

研究会ホームページ、アニュアルレポートに掲載いたします。 

  

主   催  ：  円錐角膜研究会 

 

参加施設 ：  有志の医療機関、 クリニック、 企業、 公共施設など 

 

代 表 者 ：  加藤 直子 （東京歯科大学、南青山アイクリニック） 

 

事 務 局 ：  円錐角膜研究会事務局 

            千葉県市川市菅野 5-11-13  

            東京歯科大学市川総合病院 眼科内 

            Tel: 047-322-0151(内線 2045) 

            E-mail: info@keratoconus.jp 

                            

  

 


